
北小学校区 きずなづくりトークの意見概要と方向性（※●は市の回答） 

11月９日 北小学校 

地域 現況・課題 今後の方向性・要望 

芝本町 

３丁目 

○例年、白滝公園で防災訓練をやっている。 

○新潟地震のときから消防団の人と話し合って

いる。 

○新潟地震のときにトイレが困ったということなの

で、一昨年、三島市の補助をもらって簡易トイ

レを１０００個購入し、防災倉庫に用意してい

る。 

○ここ数年、『黄色いハンカチ』を使った訓練を

実施している。午前７時に異常がない場合は、

各戸玄関に黄色いハンカチを出してもらって

いる。それを各組長が見て回り、報告する。今

年も参加者が多かった。みんな地震に対して

関心が高いようだ。 

 

一番町 ○今月の１８日に防災訓練を予定している。 

○仕事をしている人が多いので、炊き出し訓練

には抵抗があるようだ。地域の人達の各お店

の中での協力をお願いするような形になると思

う。 

○『黄色いハンカチ』を近日中に手配して、こ

れから各戸に配っていきたい。 

○他の自治体に比べて後れているので、追い

つきたい。 

 

 ○かつて１次避難所に指定されていた市民文化

会館には防災倉庫が設置されているが、市民

文化会館は全国の警察の援助隊の本部にな

るという話を聞いた。そうすると一番町の１次避

難所として使えるところがない。そこで楽寿園

の北側の森のところに１次避難の受付を設け

ようかと考えている。ただ、防災倉庫まで距離

があるので、若い人に活躍してもらう必要があ

る。 

 

中央町 ○９月下旬ごろに防災訓練を行った。  

２区 ○震災が起きたことを想定して、崩壊した建物か

ら人を助け出す訓練を行った。ジャッキやチェ

ーンソーを使った。助け出された人は毛布を

使って作った担架で運び出した。 

●崩壊した建物から人を助け出すのにジャッ

キは非常に有効である。（市長） 

●静岡県内の地域では、夜間の救出訓練や、

取り壊す予定の家を使った訓練を行ってい

る例もある。（市長） 

 

 

 

 

 

○クラッシュ症候群について資料を用意して説

明した。阪神大震災での死亡率が多かったと

いうことで、軽視できない。 

○AEDの訓練を行った。 

○簡単な消火器の訓練は毎年やっている。 

 

 

 

 

シャルマン 

コーポ 

○７月に防災訓練を行った。 

○今年で１５回目になるが、年々参加者は減って

いる。 

○参加者を増やそうと、例年にはない訓練をとり

 



入れた。 

○市長に来てもらって、マンションにおける災害

の話をしてもらった。 

○小・中・高校生を戦力化したいとの思いから、２

２名の受け入れ訓練を行った。 

○はしご車で８階から２名の救出訓練を行った。 

○例年に比べて参加者は３割増だが、全体でみ

ると約３割の参加である。小中高校生の参加も

２５％程度である。 

○お菓子や弁当の参加賞を用意したが、効果が

あったのかは疑問だ。 

加茂川町 

１区 

○９月の初めに、加茂川町２区と合同で防災訓

練を行った。 

○参加者が少ないということが一番の問題点で

ある。今年もあまり多くなかった。 

○何か新しいことを行わなければと思ったが、考

える時間がなかった。 

○例年通り、消火器、チェーンソー、救護訓練等

行った。 

○今年は中高生の参加が比較的多かった。証

明のはんこをもらいに来ただけの高校生もい

た。 

○町内会の組長には事前に組長会議でヘルメッ

トを渡し、半強制的に参加してもらった。 

○組長の中には初めて消火器を使ったという人

もいたので、実施してよかった。 

 

 ○マンネリ化しているので、何かいい案がないも

のかと思っている。今日、他の自治体の意見を

聞いて参考にしたい。 

●県の地震防災センターには、防災訓練の

色々な事例が蓄積されている。連絡をとっ

て、事例を教えてもらってはどうか。（市長） 

壱町田 

1丁目 

 

 

 

 

 

○１１月２５日に防災訓練を予定している。 

○内容は例年通りで、消火器の取り扱い、可搬

ポンプ、三角巾の訓練を行った。今回、起震

車と AEDは予約が入っていて使えなかった。 

○９組中３組の組長さんが、１次避難所の場所を

知らなかった。 

○要援護者に関しては、事前に組長さんに名簿

を確認してもらおうと思っている。 

●１次避難所に避難していないお宅があった

ら、自宅に黄色いハンカチがつるしてあるか

を見に行き、無事かどうかを確認する取り組

みを芝本町３丁目が行っている。話を聞い

てみたらどうか。（市長） 

 

加茂川町 

2区 

 

 

 

○加茂川町１区と９月に合同で訓練を行った。 

○２区だけで無洗米を使った炊き出し訓練を行

った。炊き出しは十数年ぶりの試みである。 

○例年と違う内容であったためか、参加者が過

去最多だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次の日曜日に消防団に来てもらい、発電機、

ポンプでの消火訓練を行う予定である。 

 

●火事を起こさないようにすることが重要であ

る。（市長） 

 



幸町 ○高齢化が進んでおり、防災訓練をできないの

が現状である。 

○町内活動も最低限のことしかやっていない。 

○他の自治会の話を聞いて今後の参考にして

いきたい。 

○次回の役員の引継ぎのときに話をしたい。 

●防災意識を高めるために、県の防災センタ

ーに研修に行ってみたらどうか。（市長） 

芝本町 

1丁目 

○９月に防災訓練を行った。 

○例年同じような訓練を行っている。消火器など

の機器の点検、各組長による避難者の点呼、

消火器・三角巾の使い方、３丁目と合同で炊き

出し訓練を行った。  

 

○消火器は、高齢者が毎回使えなかったりす

るので、使える人が何人いるか把握しておく

必要がある。 

○高齢者が多く、木造住宅が多いことから、今

後、建物が倒壊した場合の救出訓練を取り

入れる必要があると感じている。 

大宮町 

1丁目 

○１１月１８日に防災訓練を実施予定である。 

○発災後の炊き出しに力を入れていきたい。 

○普段、自主防災会が主となって機器の点検等

行っている。 

○高齢化が急速に進んでいて、参加人数が集ま

らない。 

 

 ○ワンルームマンションが増えて住民の世帯数

は増えたが、マンションの住人は参加しない。 

○住人の構成が変わってしまったので、きずな

づくりが課題となっている。 

○建設するときに協定を結んだマンションの住人

は町内会に入るが、それ以外は入らない。 

 

 

文教町西 ○前回、『個人の備えが必要である』『地域のコミ

ュニケーション、近所づきあいが大切である』と

いうことを学んだので、それに基づいた訓練を

行おうと思った。 

○例年、野外で訓練を行っているが、今年は屋

内で図上訓練を行った。 

○市に防災リーダーを７名派遣してもらって、１グ

ループ１０名での訓練をした。目標の７０名を

上回る、７８名の参加があった。 

○広い場所が必要だったので、会場は市民体育

館を借りた。 

○朝１０時から２時間の座学を行い、その後弁当

を食べながら親睦会を行った。 

○いつもと少し違った視点から防災について考

えられてよかった。 

 

県営 

壱町田 

やまがみ 

団地 

 

 

 

○９月２日に防災訓練を実施した。 

○訓練前日に、役員で防災機器の確認をした。 

○当日は約３０名参加した。全体の１６８世帯と比

較すると少ないが、例年に比べると多い。 

○初期消火の訓練、三角巾を使った応急救護の

訓練を中心に行った。 

○団地なので、建物の構造上大掛かりな避難訓

○今後、要援護者の救助を検討課題にしてい

きたいと思っている。 

 

 

 

 

 



 練はできなかった。 

○『自分の身は自分で守る』という観点で訓練を

行った。 

 

 

壱町田 

２丁目 

○防災訓練は実施していない。高齢化やマンネ

リ化が原因である。 

○訓練はしていないが、防災について何が必要

か話し合うようにはしている。 

○個人単位でそれなりに準備をしてほしいと話を

している。 

○自主防災で購入した備品があるが、昔と環

境が変わり、使用者が高齢化して対応でき

ないので、揃えなおす必要がある。 

○トイレが問題である。少ないが簡易トイレは

用意した。基本的には個人で用意してもら

いたい。足りない部分は町内で補いたい。 

シャリエ 

三島 

壱町田 

 

 

 

 

 

○今年は避難訓練という形はとらなかった。 

○去年設置した AEDの説明をした。自治会に入

っていない人がいるため、全員が加入している

管理組合が主体となって行った。 

○個人情報の取り扱いが難しかった。昼夜での

在宅状況を把握するため、個々にアンケートを

とった。封筒に入れて回収し、災害が起こった

ときのみ開封することになっている。行った意

味があるのかと疑問の声が上がっている。 

○芝本町では組長に家族構成を全部調べて

もらった。マンションでも、個人情報だからと

いう理由で拒否する家庭を除いてやってみ

たらどうか。それをやることで要援護者の問

題も見えてくる。（芝本町 3丁目） 

 

 

 

 

○防災倉庫の中にある賞味期限に近い飲食物

を使って炊き出し訓練を行ったらどうかという

意見があった。 

○避難訓練という形をとらなくても懇親会という

形で近い将来実現できたらと思っている。 

●マンションほど災害時は大変なので、きずな

づくりが必要である。（市長） 

北小学校 ○７月３日に PTA 主催で防災体験を行った。

（PTA） 

○起震車とスモークハウス、消火器、AED、三角

巾を行った。５～６００人全員はできなかった

が、学年ごとに行った。（PTA） 

○子供にとってプラスだったことに加え、先生・

PTA がひとつのことを行ったことで一体感が生

まれてきた。やることに意義があるのではなく、

人が集まることに意義がある。（PTA） 

○小学生から、学校の宿題として防災につい

てインタビューを受ける機会があった。学校

でもっと防災に関する宿題を広く課してみて

はどうか。（芝本町 3丁目） 

 

 ○子供たちには地域の防災訓練に参加するよう

に言っている。 

○災害時に小学生や中学生が戦力になればと

思っている。 

 

北中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○北中は避難場所に指定されている。前年度管

理棟を造り、校舎の耐震化もできているが、体

育館の耐震性がなく安全面で心配される。

（PTA） 

 

 

 

 

 

 

○耐震性を考えた建て替えを検討してもらい

たい。（PTA） 

●耐震性はあるが老朽化しているので、近い

将来建て替えた方がいいと思う。（市長） 

 

 

 

 

 

 



北幼稚園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○北幼稚園は避難所に指定されていないが、避

難所の北小学校に隣接している。災害時には

避難所として開放できると考える。（PTA） 

○北幼稚園は鉄筋コンクリートなので、第一避難

所は室内で、第二避難所は園庭になってい

る。よほどのことがない限り、避難所へ避難す

ることはない。（PTA） 

○保護者との連絡は『子供安全網』というフェア

キャストだが、３．１１のときに機能しなかったよ

うなので、今後は、『伝言ダイヤル１７１』を使っ

た保護者との連絡等考えている。（PTA） 

○子供は保護者に引き取られるまで幼稚園に待

機することになるが、広域の幼稚園なので引き

取りまでに時間がかかる可能性がある。（PTA） 

○備蓄品が５００ｍｌの水１５０本、ドロップ、ビスケ

ットぐらいしかない。予算の関係で増やすのは

難しいので、今後は各家庭で子供の備蓄品を

用意してもらい、それを幼稚園で保管したいと

思っている。（PTA） 

○保護者も園児の引き取りということで、年に２回

防災訓練に参加している。（PTA） 

○幼稚園の備蓄品には、携帯用マイク、携帯ラ

ジオ、懐中電灯、救急薬品、毛布、はしご、の

こぎり、ハンマー、バール、飲料水、テント、ビ

ニールシート、バケツ、タオル等がある。災害

時には地域の方に提供できる。（PTA） 

○幼稚園の防災対策の内容を知らない保護

者が多いので、今後は園のお便りや PTAだ

よりを利用して保護者に周知していきたい。

（PTA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○北幼稚園は人気があり、抽選があるので必ず

入園できるわけではない。兄弟が違う幼稚園

に行くと保護者が大変になる。（体育振興会） 

○何のために校区があるのか考えて、小さいと

きから地域づくりに関わっていく必要があ

る。（体育振興会） 

●担当者にまた伝えておく。（きずなづくり推進

室） 

 全体 ◇防災訓練について  

 

 

 

 

 

○ここ数年、各町内会の訓練内容の変化を感じ

る。避難誘導、仮設トイレやバケツリレー、AED

などに取り組んでいる。（消防団) 

○アメリカで、小学３年生が AED で心肺停止を

防いだ事例がある。AED は小学生でも充分使

えるものである。（消防団) 

○防災訓練を学校の行事としてカウントして、

小・中学校の生徒に参加させるようにしても

らいたい。（消防団) 

 

 

 

 

 

 

○消防団員でいながら、また避難所から離れた

所に住んでいながら、現地配備員にあてられ

る人がいる。（消防団） 

 

●そのような問題がないよう対応するようにして

いる。今年、校区で防災訓練を行った所は

現地配備員についても対応をしているの

で、おそらく問題はないと思われる。（市長） 

 

 

○災害時、市の消防車が７台、分団では２０台し

かなく対応が難しくなる場合がある。（消防団） 

 

○自分達で可搬ポンプ等を使い対応してほし

い。見ているだけの状態は避けたい。そのた

めにも積極的に訓練してほしい。（消防団） 



 ◇避難について  

 

 

 

○日中に被災した場合、お客様の誘導や避難

場所はどうしたらよいか。（商店振興会） 

○答えを持ち合わせていないが、より多くの人

と話し合える校区単位なら、解決方法もある

かもしれない。（地域まちづくり研究所） 

 

 

 

 

 

○どこの町内会も高齢者が多いということが問題

になっているが、お年寄りはおそらく避難所ま

でたどり着けない。（中央町 2区） 

○１次避難所があるとよいのではないか。（中

央町 2区） 

 

○実際震災が起こったら、どこへ行ったらよいか

迷ってしまう人がたくさん出てくるだろう。（一番

町） 

 

○１次避難所をみんなが認知できるようにする

必要がある。（一番町） 

○避難せずに済むのなら避難しなくてよいとい

う認識を、徹底するのが大切だ。（一番町） 

 ◇地域行事について  

 ○昨年、市内の子ども会に活動内容についてア

ンケートをとり、集計結果を各子ども会会長に

渡した。近年、子供の減少で子ども会の活動

は減ってきており、その活性化を狙っている。

（子ども会連合会） 

○お祭り、バスに乗ってボーリング、ディズニーラ

ンドなどお楽しみ会要素の強い活動内容が多

い。（子ども会連合会） 

○今年は三恵台の子ども会が、要援護者の家を

一軒ずつまわって在宅かどうか地図にプロット

し、町内会で発表した。子供会と自治会が連

携したよい例である。（子ども会連合会） 

○一番地域にいる確率が高いのは子供たちであ

る。子供たちの目線で何ができるか考え、自治

会が子ども会の活動に協力することで、子ども

と自治会の将来を見据えたつながりを深めて

いくことができる。（子ども会連合会） 

●地域のきずなをしっかり作らなければならな

い。震災が起こったときに顔も知らないでは

困る。地域のお祭りや運動会で、積極的に

きずなづくりを行ってほしい。（市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○市役所の大型バスは、各町内会が申請す

れば出してもらえるのか。（芝本町３丁目） 

●市の行事で町内会の方を招待する目的で

は使えるが、町内会に直接貸すことはでき

ないのが現状である。（きずなづくり推進室） 

●利用頻度が高く、民間のバスを借りることも

あるのが現状である。それを町内会にも貸し

出すとほとんど使えない状態になるので、理

解していただきたい。（環境市民部長） 

 

 

 

 

 

 

 

○高齢者と子供のきずなが大切であると考え、今

年の校区の運動会ではその考えをとり入れた

種目を作った。（体育振興会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◇備蓄について  

  ○可搬ポンプを各町内会で用意をしてもらい

たい。高齢者が多いと難しいかもしれない

が、隣の町内会と共有して１つ持つなど工

夫してほしい。（消防団） 

  

 

 

 

 

○可搬ポンプがなくても備品があれば消火栓

から放水することができるので、防災倉庫に

用意してもらえればと思う。可搬ポンプよりも

お金がかからなくて済む。（消防団） 

○昭和５５年より前に建てられた建物をチェッ

クして、地震で倒れた場合に備えて町内会

でジャッキを用意するなど、震災に備えて準

備をしておいてもらえればよいと思う。（北小

学校） 

○道路が通行できない、燃料がなくて車が動

かないというときに備えてリヤカー、一輪車、

自転車などを用意しておいた方がよい。（北

小学校） 

 ◇地域の連携について  

  ●阪神大震災で、倒壊家屋の下敷きになった

人を助けたのは６０％が近所の人で、２０％

が家族だった。近所のきずなが防災にいか

に大事か分かってほしい。(環境市民部長) 

●入会者が減り、だんだん町内会の力が弱く

なっている。町内会を支えるのは、『向こう３

軒両隣』から、最小単位の組である。組がし

っかりしていると絶対強い町内会ができる。

組長に役割を与える町内会が最近多い。組

長をうまく使ってほしい。(環境市民部長) 

●子ども会と自治会の連携、PTA と学校の連

携など、きずな作りには色々な方法がある。

校区で自主的に集まり、どうしたら校区のき

ずなができるのか、話し合ってほしい。(環境

市民部長) 

 

 

 

 

 

 

 


